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インフルエンザ
　最近の進歩（せいぜい１０年）

• ワクチンによる予防法の見直し
　　　特に高齢者への定期接種　2001~

• 検査法の進歩
　　　簡単に「インフルエンザウイルス」の診断

• 治療法の進歩
　　　抗インフルエンザウイルス薬の登場





　インフルエンザ ワクチンの製造はワクチン製造株が分与されるのを待って開始さ
れます。有精卵を約 日間孵化させた孵化鶏卵にワクチン製造株を接種し、培養、採
液、精製、エーテル処理を行ってワクチン原液とします。このワクチン原液製造は 月
から７月までの カ月間、ワクチン製造株ごとに行います。
　出来上がった 株のワクチン原液から最終バルクを調製し、バイアル瓶に小分けしま
す。その後、国家検定を受け、合格した後に、包装、出荷となります。
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　有精卵はワクチン専用の卵生産場で生産されます。ワクチン製造開始 カ月前に雛を導
入し、厳正な衛生管理、飼育管理を行った成鶏群を育成し、有精卵を準備します。
　有精卵を厳密に消毒し、 ~ ℃で約 日間孵化させ、品質検査で適合した卵だけを
ワクチン製造用卵として用います。約 日間孵化した孵化鶏卵が最もウイルスの増殖が
よく、良質のワクチン原液の原料となります。
　検卵燈を当てると血管が見え、健康で活力のある孵化鶏卵であることが視覚的に確認で
きます。
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　自動接種機を用いて約 日間孵化した孵化鶏卵の尿膜腔（にょうまくくう）にウイル
ス液（ワクチン製造株）を自動的に接種します。
　一度に トレイ（ 個）が接種され 万個 の接種スピードで接種します。 14 /



　ウイルス接種後の孵化鶏卵を室温 ~ ℃、湿度 ~ ％にコントロールした培養室で ~
時間培養し、ウイルスを増殖させます。培養時間が終了した後、 ℃で約 時間冷却してウイルスの
増殖を止めます。



　孵化鶏卵の気室部を割卵し、尿膜腔液中に遊出したウイルス培養液を自動的に採液しま
す。卵 個あたり、約 の感染尿膜腔液が採取できます。





このままだとこのままだと
全粒子型全粒子型
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　上記の製造工程を繰り返し、 株のワクチン原液を製造します。これら 株のワクチン
原液を至適な濃度になるようにリン酸塩緩衝塩化ナトリウム液を用いて希釈調整するとと
もに、適当な安定剤を添加し最終バルク（ロット）を調製します。これをバイアル瓶に小
分けし、厳重な検液工程を経てワクチンが製造されます。
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対象 結果指標 有効率（％）
健常者（６５歳未満） 発　病 ~9
一般高齢者（６５歳以上

肺炎・インフルエンザによる入院 ~7

老人施設入所者
（６５歳以上）

発　病 ~4
肺炎・インフルエンザによる入院 ~6

死　亡

小児（１歳~６歳） 発　熱 ~3
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予防接種健康被害認定状況

• DPT, DT       100万接種あたり　  　1
• ポリオ　　　　　　　　　　　　  0.9
• 麻疹　　　　　　　　　　　　　　  5
• 風疹　　　　　　　　　　　　　   0.3
• 日本脳炎　　　　　　　　　　　　  1
• インフルエンザ　　　　　　　　  0.8



予防接種健康被害認定状況（死亡）

• DPT, DT       1000万接種あたり　　1
• ポリオ　　　　　　　　　　　　  　0
• 麻疹　　　　　　　　　　　　　　  6
• 風疹　　　　　　　　　　　　　     0
• 日本脳炎　　　　　　　　　　　  　1
• インフルエンザ　　　　　　　　     0



ワクチン ワクチン
接種者数　　（人）

副反応報
告症例数

頻度（１０，０００
人当たり）

ＤＰＴ ４ ２２２０８２ １６８

ＤＴ 　　　７８３ ０５９

麻しん １１ ３００ ６

風しん ６１ ２０９ ５

ＭＲ １ ９３７５６８ ５８

日本脳炎 １４１ ４２１ ３

ポリオ ２ ０５４３８０ ９

ＢＣＧ ９７８ ０７５ ９８

インフルエ
ンザ

１３ ０６４３５４ ２５

計 ２３ ２５３４４８ ３７２

8/20 8/27 ぜ
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報告された副反応 割合（％）

即時性全身反応

　　アナフィラキシー

　　全身蕁麻疹

脳炎・脳症

けいれん

運動障害

その他の神経障害

局所の異常腫脹（肘を越える）

全身の発疹

℃以上の発熱

その他の異常反応

基準外報告

　　局所反応（発赤腫脹等）

　　全身反応（発熱等）

　　その他
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インフルエンザワクチン

• ウイルス：　流行状況から選択、

• ウイルスの増殖：　有精鶏卵、細胞培養（Vero, MDCK）

• ワクチンのタイプ：　HAワクチン、全粒子ワクチン、生
ワクチン

• アジュバント（免疫補助剤）：　なし､ｱﾙﾐﾆｳﾑ､MF59､
AS03

• 接種経路：　皮下注射、筋肉注射、経鼻接種

• 接種量：　0.5ml/0.25ml,  0.5ml/0.3ml/0.2ml,/0.1ml



インフルエンザワクチン（国産）

• ウイルス：　流行状況から選択

• ウイルスの増殖：　有精鶏卵、細胞培養（Vero, MDCK）

• ワクチンのタイプ：　HAワクチン、全粒子ワクチン、生
ワクチン

• アジュバント（免疫補助剤）：　　なし､ｱﾙﾐﾆｳﾑ､MF59､
AS03

• 接種経路：　皮下注射、筋肉注射、経鼻接種

• 接種量：　0.5ml/0.25ml,  0.5ml/0.3ml/0.2ml,/0.1ml



インフルエンザワクチン（国産・
新型）

• ウイルス：　流行状況から選択、A/California/7/2009-like

• ウイルスの増殖：　有精鶏卵、細胞培養（Vero, MDCK）

• ワクチンのタイプ：　HAワクチン、全粒子ワクチン、生ワクチン

• アジュバント（免疫補助剤）：　　なし､ｱﾙﾐﾆｳﾑ､MF59､AS03

• 接種経路：　皮下注射、筋肉注射、経鼻接種

• 接種量：　0.5ml/0.25ml,  0.5ml/0.3ml/0.2ml,/0.1ml



インフルエンザワクチン（輸入候
補）

• ウイルス：　流行状況から選択、A/California/7/2009-like

• ウイルスの増殖：　有精鶏卵、細胞培養（Vero, MDCK）

• ワクチンのタイプ：　HAワクチン、全粒子ワクチン、生ワクチン

• アジュバント（免疫剤）：　　なし､ｱﾙﾐﾆｳﾑ､MF59､AS03

• 接種経路：　皮下注射、筋肉注射、経鼻接種

• 接種量：　0.5ml/0.25ml,  0.5ml/0.3ml/0.2ml,/0.1ml



パンデミックワクチン
• 国産ワクチン
　　　従来の製法と同じ、HAワクチン
　　　ワクチンウイルス株：　カリフォルニア株
　　　１８００万ドース？

• 海外
　　　米：従来型HAワクチン＋？
　　　ヨーロッパ：アジュバント添加HAワクチン、
                  細胞培養（Vero, MDCKなど)ワクチン
　　　特例承認？

• まだ最終方針決定されていない
　　　接種回数：２回・・・・・
　　　対象：医療関係者、ハイリスク者、妊婦、・小児、若者・高齢者・全年
齢・・・・

　　　スタート：治験まもなく、実施年内
　　　国産を優先、海外産ワクチンの輸入
　　　実施方法・・・・・・（国が主体）

• 　従来のインフルエンザワクチンは、これまでどおり必要
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　　　　　　実施主体：国（厚生労働省）


